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 8. 折口智樹，江口勝美：シェ-グレン症候群．（冨野康日己（編）：内科疾患診療マニュアル，中外医学社，東京，pp. 
761-763 所収）2005

 9. 玉井慎美，川上　純：RAの新しい画像診断̶関節MRIとエコーについて．（竹原和彦，佐藤伸一，桑名正隆（編）：
リウマチ・膠原病最新トピックス̶変わりゆく研究と診断̶，診断と治療社，東京，pp. 85-88 所収）2005

 10. 江口勝美：１．臨床免疫学総論．３．膠原病．（木本雅夫，阪口薫雄，山下優毅（編）：免疫学コア講義，南山堂，
東京，pp. 191-197，pp. 230-245 所収）2005

 11. 江口勝美，折口智樹：抗リウマチ薬はどのように選択すればよいのか？（川合眞一，山本一彦，田中良哉（編）：抗
リウマチ薬Q&A，日本医学出版，東京，pp. 140-144 所収）2005

 12. 江口勝美，折口智樹：DMARDs, 免疫抑制薬の位置づけと使い方（ガイドライン紹介を含む）．（川合眞一，山本一彦，
田中良哉（編）：抗リウマチ薬Q&A，日本医学出版，東京，pp. 145-149 所収）2005

　B-d

 1. 江口勝美：関節リウマチの早期診断法の確立及び臨床経過の予測に関する研究．平成16年度厚生労働科学研究費補
助金（免疫アレルギー疾患予防・治療研究事業）研究報告会抄録集，pp. 147-149, 2005

 2. 江口勝美：前向き症例対照研究データベースによる関節リウマチの早期診断基準案作成．平成16年度厚生労働科学
研究費補助金（免疫アレルギー疾患予防・治療研究事業）研究報告会抄録集，p. 154, 2005

 3. 江口勝美：初代培養唾液腺細胞でのTLR3シグナル伝達に関する研究．平成16年度厚生労働科学研究費補助金（免疫
アレルギー疾患予防・治療研究事業）分担研究報告書，pp. 136-138, 2005

 4. 川上　純：CAMKIIによる滑膜線維芽細胞アポトーシス制御に関する研究．平成16年度厚生労働科学研究費補助金
（免疫・アレルギー疾患予防治療研究班）総括・分担研究報告書，pp. 37-39, 2005

 5. 山崎浩則：脂肪細胞分泌タン白アディポネクチンの発現調節機構の解明（メタボリックシンドロームの成因の解
明）．平成16年度長崎医学同窓会医学研究助成金・報告，長崎県医師会報 710: 68, 2005
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 6. 井田弘明：関節リウマチ患者滑膜組織におけるTNFレセプター分子発現とその制御機構の解明に関する研究．平成
16年度厚生労働科学研究費補助金（免疫アレルギー疾患予防治療研究班）総括・分担研究報告書，pp. 35-37, 2005

 7. 中村英樹：関節リウマチ患者における抗CCP抗体の意義について̶IgM-RF，IgG-RF，MMP-3および抗ガラクトー
ス欠損IgG抗体との比較から̶．免疫アレルギー疾患予防・治療研究推進事業報告書，pp. 21-32, 2005

 8. 中村龍文，西浦義博，井田弘明，福島直美：AllicinによるHAM患者由来HTLV-I感染Ｔ細胞株に対する障害性の検討．
厚生労働科学研究補助金（こころの研究事業）平成16年度研究報告書，pp. 27-29, 2005

 9. 蒲池　誠：RNAスプライシング制御による全身性エリテマトーデス（SLE）治療法の研究．長崎県医師会報 710（3）: 
62-63, 2005

 10. 調　漸，佐藤克也，江口勝美，片峰　茂，西田教行，丹羽正美，片岡泰文：クロイツフェルト・ヤコブ病の病態評
価マーカーの検討と治療薬開発．厚生労働科学研究費補助金（プリオン病及遅発性ウイルス感染に関する調査研究）
平成16年度総括・分担研究報告書，pp. 123-128, 2005

原著論文数一覧

A–a A–b A–c A–d 合計 SCI B–a B–b B–c B–d 合計 総計
2005 36 3 0 0 39 33 11 28 12 10 61 100

学会発表数一覧

A–a
A–b

合計 B–a
B–b

合計 総計
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

2005 0 3 23 26 1 5 110 116 142

原著論文総数に係る教員生産係数一覧

欧文論文総数
論文総数

教員生産係数
（欧文論文）

SCI掲載論文数
欧文論文総数 

教員生産係数
（SCI掲載論文）

2005 0.39 3.9 0.846 3.3

Impact factor値一覧

Impact factor 教員当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

2005 142.298 14.23 4.312


